
 

 

 

 

 

 

編 

集 

後 

記 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
扱
い
も

５
類
と
な
り
ま
し
た
。
わ
か
ば

の
前
の
生
協
病
院
で
も
時
間
の

限
定
は
あ
り
ま
す
が
、
久
し
ぶ

り
に
病
棟
ま
で
面
会
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
３
年
、
わ
か

ば
の
職
員
と
い
え
ど
、
全
く
病

棟
に
上
が
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
の
で
面
会
で
き
た
こ
と
に

新
鮮
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
入
院
に
な
っ
た
方

も
さ
ぞ
か
し
さ
み
し
い
思
い
を

さ
れ
た
方
が
多
か
っ
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。 

わ
か
ば
で
も
面
会
が
ガ
ラ
ス

越
し
で
は
な
く
対
面
に
緩
和
さ

れ
ま
し
た
。
ま
だ
部
屋
で
の
面

会
や
外
出
と
い
っ
た
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
が
早
く
、
こ
れ
ま
で

の
日
常
が
戻
っ
て
ほ
し
い
と
わ

か
ば
で
働
く
も
の
と
し
て
も
感

じ
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
と
き
は

ど
ん
ど
ん
わ
か
ば
に
来
て
く
だ

さ
い
。 

（
で
も
面
会
や
外
出
の

許
可
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
）

（
Ｙ
） 

                                

 暮らしのひとコマ  

最近入所された男性入居者様に、頻回にご家族や

知人のかたからお便り（葉書）が届く。電話やメー

ルでの連絡手段が盛んな現在に、この男性入居者様

の今までくらしてきた生活が趣のあるものだったの

だろうなぁと感じています。 

先日届いたご家族（奥様）からのはがきはわかば

に入居されるまでお住まいになられていたご自宅付

近の写真を葉書にされている一枚で、葉書の内容も

だが、その写真にも愛情がたっぷりと込められてい

て感動させられました。   

お部屋まで葉書を配達させていただくと目を細め

大変喜ばれる姿に手紙って素敵だなと、文通友達が

いた小学校時代を思い出してしまいました。（ひ） 

 

 

 

 

 

 

                    

 和歌山生協病院の看護師さんの「里親制

度」で、今回（6/1）来てくれたのは入職３

年目で４階病棟で働くＮさんです。 

２階ユニットの入居者様の血圧・体温測定

をしたり、胃ろうの方の注入食の場面を見学

したり、入居者様の生協病院受診に付き添っ

たり、浣腸の手技を補助しながら見学したり

などしてくれました。写真は当日生協病院か

ら退院された入居者様のバイタルチェックを

しながらお話をしているところです。 

 今回の里帰りでわかばが病棟とは違う「生

活の場」であると感じたそうです。また看護

師と介護士の情報共有がしっかりしている印

象をもったそうです。最後に「王道ですが、

患者に寄り添える看護師になりたいです」 

 

 

 

 

 

 

デ
イ
＊
便
り

 今、デイサービスのお

庭では百合の花が満開で

す。この百合は送迎スタ

ッフの岡崎さんが球根か

ら世話をしてくれていま

す。デイの利用者さんも

百合の花を囲んでにっこ

り。（百合に負けてませ

ん！）桜の木も枝ぶりが

大きくなって来年のお花

見が楽しみです。（い） 

立
て
ば
芍
薬
、 

座
れ
ば
牡
丹
、 

歩
く
姿
は 

百
合
の
花 


